
革新的な疼痛過敏性評価を実現する「ペインコンパス 」健康経営や診療・研究に、新たな可能性をもたらします。

ペインコンパス の仕組み

これまでの評価となにが違うの？

製品についてのお問い合わせは

仕 様
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iPhone・iPadのアプリ
痛みの評価データはクラウドデータベースにて管理

2
対象者の痛覚過敏性を評価し、数値化
iPad・iPhone と連携し、リアルタイム解析

痛みが数値化されて
分かりやすい！

お電話でのお問い合わせはこちら

090-3674-5093
メールでのお問い合わせはこちら

info@hapquitous.jp 詳細の情報はこちら

hapquitous.jp

配布・協力先

本仕様では、2点弁別の閾値（2～ 3mm）を下回る1mm の熱板間隔を設定
することで、温側と冷側の刺激を単一の感覚として知覚させ、TG I
（Thermal Grill Illusion）を効果的に誘発する設計とする。

熱板の設計意図

●温度コントロール範囲 / 昇温側 : 室温から 48℃、冷却側 : 室温から 10℃
●熱板仕様 / 温 側熱板サイズ：7mm×15mm、冷側熱板サイズ：
7mm×15mm、熱板間隔（隙間）：1mm●素材/グラフェン●製品サイズ/
W70×D40×H65mm●重量/140g●電源/DC５V●構成/ペインコンパス　
本体、iPhone・iPad 専用コントロール・ 計測アプリ、AI過敏性評価ベータ版

感覚可視化アプリ
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サーマルグリル錯覚

冷

温

冷刺激 16℃以上

温刺激 40℃以下
＋

痛覚や灼熱感

皮膚の近い場所に冷刺激と
温刺激を同時に与える

サーマルグリル錯覚を
利用した温度覚で定量性を
担保した刺激

ペインコンパス による過敏性評価従来の評価方法
主観的な痛み評価が中心

MRI や血液検査では過敏性評価困難

治療効果の確認が難しい

客観的な数値化が可能

サーマルグリル錯覚の温度変化で定量性を担保

経時的・リアルタイムで治療効果を可視化

※本製品は研究・教育用途を目的としており、診断・治療を目的とするものではありません。




